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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第174期

第３四半期
連結累計期間

第175期
第３四半期
連結累計期間

第174期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年12月31日

自2022年４月１日
至2022年12月31日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

営業収益 （百万円） 216,769 234,317 301,022

経常利益 （百万円） 18,227 22,115 25,553

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 10,309 13,191 14,503

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 13,612 17,073 22,467

純資産額 （百万円） 79,793 99,823 88,631

総資産額 （百万円） 251,955 259,912 258,297

１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 415.12 530.57 583.98

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 28.8 34.5 30.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 13,649 26,088 23,123

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △5,929 △3,993 △7,049

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △5,516 △13,771 △17,218

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 24,987 31,393 22,822

 

回次
第174期

第３四半期
連結会計期間

第175期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2021年10月１日
至2021年12月31日

自2022年10月１日
至2022年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 143.95 161.69

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 経営成績等の状況の概要

　①　財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期（累計）の決算の概要は次のとおりであります。

（単位：百万円）

連結合計 前第３四半期 当第３四半期 前年同期比 増減率

営業収益 216,769 234,317 17,547 8.1％

営業利益 18,137 21,338 3,200 17.6％

経常利益 18,227 22,115 3,887 21.3％

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,309 13,191 2,881 27.9％

 

・営業収益及び全ての段階利益において前年同期比増収増益となりました。

・世界的なサプライチェーン混乱の影響が残るなか、経済社会活動の再開の動きが継続しております。このような

環境のなかで、当社は急速に変化する顧客のニーズを的確に捉え、代替輸送ルートや物流の効率化提案を行いま

した。この結果、新規顧客を獲得したほか、既存顧客の受託範囲が拡大し、フォワーディング業務の取扱が増加

しました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

 

（イ）物流事業

（単位：百万円）

物流事業 前第３四半期 当第３四半期 前年同期比 増減率

営業収益 210,243 227,785 17,542 8.3％

営業利益 16,381 19,622 3,240 19.8％

 

事業環境：当社を取り巻く事業環境は次のとおりであります。

・ウクライナ情勢の長期化、及び世界的な労働需給逼迫とエネルギー調達コストの高止まり、円安の進行を背景と

した物価の上昇が、企業の素原材料・部品の調達の制約となっております。

・一方で、経済社会活動の再開に伴い、企業の生産活動は一進一退ながら緩やかな持ち直しの動きが続いておりま

す。

・海上コンテナ不足等の海運市況の混乱や、航空旅客便の減便に伴う貨物スペースの供給制約は解消に向かいつつ

あります。海上・航空輸送スペースの供給不足、及び運賃の高騰は、引き続きコロナ禍前を上回る水準で推移し

ているものの、足元では落ち着きを見せております。

 

営業の状況：当社の営業活動の状況は次のとおりであります。

・サプライチェーン混乱の影響を受けて急速に変化する顧客のニーズを的確に捉え、機動的なスペースの確保を行

いフォワーディング業務の取扱が増加しました。

・顧客に対し以下の提案活動を行った結果、新規顧客を獲得したほか、既存顧客の受託範囲が拡大し、海外物流及

びフォワーディング業務の取扱が増加しました。

-顧客のBCP対応に資する代替輸送ルート提案

-環境負荷低減のための物流ソリューション提案

-海外現地の物流から国際輸送、国内における輸配送までを一気通貫で提供する物流の効率化提案

・前期に立ち上げたヘルスケア物流専用の新設倉庫や、同じく前期に立ち上げた家電量販店・EC向けの新設物流セ

ンターの通期寄与による業務拡大がありました。
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（ロ）不動産事業

（単位：百万円）

不動産事業 前第３四半期 当第３四半期 前年同期比 増減率

営業収益 7,087 7,140 52 0.7％

営業利益 4,295 4,393 97 2.3％

 

事業環境：当社を取り巻く事業環境は次のとおりであります。

・東京ビジネス地区のオフィス物件の平均空室率、及び平均賃料は概ね横ばいで推移しました。

 

営業の状況：当社の営業活動の状況は次のとおりであります。

・当社所有のオフィス物件の空室率及び賃料水準に大きな変動はなく、営業収益、営業利益ともに横ばいとなりま

した。

 

財政状態の変動状況

（単位：百万円）

連結合計 前期末 当第３四半期末 前期末比 増減率

自己資本 79,458 89,743 10,284 12.9％

総資産 258,297 259,912 1,615 0.6％

自己資本比率 30.8％ 34.5％ ＋3.8ポイント 12.2％

有利子負債 99,394 94,714 △4,680 △4.7％

Ｄ/Ｅレシオ 1.25 1.06 △0.20 △15.6％

 

・自己資本が増加した要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上によるものです。

・総資産が増加した要因は、主に現預金の増加によるものです。

・有利子負債が減少した要因は、借入金の返済によるものです。

・引き続き、Ｄ/Ｅレシオが1.0倍程度となるよう運用する方針です。

 

　②　キャッシュ・フローの状況

（単位：百万円）

連結合計 前第３四半期 当第３四半期 前年同期比

現金及び現金同等物の期首残高 22,718 22,822 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,649 26,088 12,438

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,929 △3,993 1,935

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,516 △13,771 △8,254

現金及び現金同等物の期末残高 24,987 31,393 -

 

　当第３四半期のキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

・営業活動によるキャッシュ・フローの主な内訳は、税金等調整前四半期純利益、減価償却費の計上による資金留

保、及び売上債権の減少です。

・投資活動によるキャッシュ・フローの主な内訳は、DX戦略に基づくソフトウェア投資と、物流施設の維持更新投

資です。

・財務活動によるキャッシュ・フローの主な内訳は、借入金の返済、及び配当金の支払です。

 

　③　重要な会計方針及び当該見積りに用いた仮定

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が定めている重要な会計方針

及び見積りについて重要な変更はありません。
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(2) 経営方針、経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が定めている経営方針・経営戦略

等について重要な変更はありません。

 

(3) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　①　対処すべき課題の内容

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が対処すべき課題について、

重要な変更はありません。

 

　②　株式会社の支配に関する基本方針について

　当第３四半期連結累計期間において、当社の株式会社の支配に関する基本方針について重要な変更はありませ

ん。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2022年12月31日）

提出日現在
 発行数（株）

（2023年２月８日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,921,802 24,921,802
東京証券取引所

プライム市場

完全議決権株式であり権利内

容に何ら限定のない当社にお

ける標準となる株式

単元株式数100株

計 24,921,802 24,921,802 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2022年10月１日～

2022年12月31日
－ 24,921,802 － 11,156 － 5,618

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株式

単元株式数100株普通株式 46,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,830,700 248,307 同上

単元未満株式 普通株式 44,402 － 同上

発行済株式総数  24,921,802 － －

総株主の議決権  － 248,307 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の200株（議決権２個）が含

まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式70株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％）

（自己保有株式）

東京都港区西新橋

３丁目20－１
46,700 － 46,700 0.19

三井倉庫

ホールディングス

株式会社

計 － 46,700 － 46,700 0.19

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 23,109 31,674

受取手形、営業未収金及び契約資産 41,155 35,521

棚卸資産 2,045 2,409

その他 11,112 9,431

貸倒引当金 △67 △60

流動資産合計 77,354 78,976

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 73,609 71,674

土地 56,496 56,591

その他（純額） 9,387 11,041

有形固定資産合計 139,493 139,307

無形固定資産   

のれん 1,917 1,690

その他 6,783 8,273

無形固定資産合計 8,700 9,964

投資その他の資産   

投資有価証券 9,883 10,758

その他 23,468 21,501

貸倒引当金 △603 △596

投資その他の資産合計 32,748 31,664

固定資産合計 180,942 180,935

資産合計 258,297 259,912
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 22,604 19,389

短期借入金 2,049 951

１年内返済予定の長期借入金 9,630 7,714

未払法人税等 4,631 1,690

賞与引当金 3,863 2,047

その他 22,663 25,447

流動負債合計 65,441 57,241

固定負債   

社債 25,000 25,000

長期借入金 57,317 53,311

退職給付に係る負債 6,562 6,555

その他 15,343 17,981

固定負債合計 104,224 102,847

負債合計 169,666 160,089

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,100 11,156

資本剰余金 5,548 5,603

利益剰余金 52,752 61,818

自己株式 △103 △103

株主資本合計 69,298 78,474

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,568 4,142

繰延ヘッジ損益 2 △1

為替換算調整勘定 4,665 5,712

退職給付に係る調整累計額 1,924 1,415

その他の包括利益累計額合計 10,159 11,268

非支配株主持分 9,172 10,079

純資産合計 88,631 99,823

負債純資産合計 258,297 259,912
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

営業収益   

倉庫保管料 26,431 28,589

倉庫荷役料 23,642 25,501

港湾作業料 12,839 13,503

運送収入 114,656 124,460

不動産収入 6,525 6,531

その他 32,673 35,731

営業収益合計 216,769 234,317

営業原価   

作業直接費 110,977 118,415

賃借料 14,718 15,216

減価償却費 5,427 6,001

給料及び手当 27,369 28,490

その他 27,001 31,168

営業原価合計 185,494 199,291

営業総利益 31,274 35,025

販売費及び一般管理費   

減価償却費 939 1,080

報酬及び給料手当 6,280 6,405

のれん償却額 538 265

その他 5,378 5,936

販売費及び一般管理費合計 13,137 13,687

営業利益 18,137 21,338

営業外収益   

受取利息 89 190

受取配当金 305 348

為替差益 7 395

持分法による投資利益 242 340

その他 477 531

営業外収益合計 1,123 1,807

営業外費用   

支払利息 653 667

支払手数料 50 55

固定資産除却損 96 41

その他 232 265

営業外費用合計 1,032 1,030

経常利益 18,227 22,115

特別利益   

退職給付信託返還益 － 496

特別利益合計 － 496

税金等調整前四半期純利益 18,227 22,611

法人税等 5,758 6,893

四半期純利益 12,469 15,718

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,159 2,526

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,309 13,191
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益 12,469 15,718

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △343 574

繰延ヘッジ損益 0 △3

為替換算調整勘定 1,045 1,327

退職給付に係る調整額 115 △498

持分法適用会社に対する持分相当額 324 △43

その他の包括利益合計 1,142 1,355

四半期包括利益 13,612 17,073

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 11,429 14,299

非支配株主に係る四半期包括利益 2,182 2,773

 

EDINET提出書類

三井倉庫ホールディングス株式会社(E04284)

四半期報告書

12/20



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 18,227 22,611

減価償却費 6,366 7,082

のれん償却額 538 265

退職給付信託返還益 － △496

貸倒引当金の増減額（△は減少） 22 △23

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,685 △1,828
退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △81 △17
受取利息及び受取配当金 △394 △539

支払利息 653 667

持分法による投資損益（△は益） △242 △340
有形固定資産売却損益（△は益） △15 △54

固定資産除却損 96 41

投資有価証券売却損益（△は益） △32 －

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △4,090 6,303

仕入債務の増減額（△は減少） 2,056 △3,500

その他 1,792 2,948

小計 23,209 33,120

利息及び配当金の受取額 582 810

利息の支払額 △565 △598
法人税等の支払額 △9,577 △7,245

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,649 26,088

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △4,722 △2,073

有形固定資産の売却による収入 54 81

無形固定資産の取得による支出 △1,402 △2,009

無形固定資産の売却による収入 2 2

投資有価証券の取得による支出 △117 △18

投資有価証券の売却による収入 47 －

貸付けによる支出 △5 △14

貸付金の回収による収入 8 37

定期預金の預入による支出 △0 △0

定期預金の払戻による収入 206 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,929 △3,993

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 99,023 73,857

短期借入金の返済による支出 △94,500 △75,172

長期借入れによる収入 3,000 1

長期借入金の返済による支出 △10,399 △5,990
配当金の支払額 △1,614 △4,125
非支配株主への配当金の支払額 △767 △2,111
その他 △259 △231

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,516 △13,771

現金及び現金同等物に係る換算差額 66 248

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,269 8,571

現金及び現金同等物の期首残高 22,718 22,822

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 24,987 ※ 31,393
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

　藤松運輸倉庫㈱は、丸協運輸㈱（大阪）に吸収合併されたため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から

除外しております。

　Mitsui-Soko(Europe)s.r.o.は、PST CLC,a.s.に吸収合併されたため、当第３四半期連結会計期間より連結の

範囲から除外しております。上記の吸収合併に伴い、PST CLC,a.s.は会社名称をPST CLC Mitsui-Soko,a.s.へ変

更しております。

　三井倉庫NEA㈱は、会社清算に伴い当第３四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

　南通新輪国際物流有限公司は、新規設立に伴い当第３四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 

（２）持分法適用の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　当社グループは従業員に対する銀行の住宅ローンに関し、次のとおり保証を行っております。

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2022年12月31日）

 20百万円  18百万円

 

２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2022年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 16百万円 21百万円

 

３　当社は、運転資金等の効率的な調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約を、取引銀行３行と貸出コミッ

トメント契約を締結しております。これらの契約に基づく借入未実行残高はそれぞれ次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2022年12月31日）

当座貸越極度額 15,000百万円 22,500百万円

借入実行残高 － － 

差引額 15,000 22,500 

 

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2022年12月31日）

貸出コミットメントの総額 5,000百万円 10,000百万円

借入実行残高 － － 

差引額 5,000 10,000 

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物四半期末残高と四半期連結貸借対照表上の現金及び預金勘定四半期末残高との関係は次の

とおりであります。

 

　前第３四半期連結累計期間

（自 2021年４月１日

　　至 2021年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間

（自 2022年４月１日

　　至 2022年12月31日）

現金及び預金勘定 25,281百万円 31,674百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △293 △281 

現金及び現金同等物 24,987 31,393 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月11日

取締役会
普通株式 745 30円00銭 2021年３月31日 2021年６月４日 利益剰余金

2021年11月４日

取締役会
普通株式 869 35円00銭 2021年９月30日 2021年12月２日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月10日

取締役会
普通株式 2,334 94円00銭 2022年３月31日 2022年６月３日 利益剰余金

2022年11月４日

取締役会
普通株式 1,791 72円00銭 2022年９月30日 2022年12月２日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書計上額

(注)２ 物流事業 不動産事業

営業収益      

(1）外部顧客への

　　営業収益
210,243 6,525 216,769 － 216,769

(2）セグメント間の

　　内部収益又は振替高
－ 561 561 (561) －

計 210,243 7,087 217,331 (561) 216,769

セグメント営業利益 16,381 4,295 20,676 (2,539) 18,137

 

(注)１．セグメント利益の調整額△2,539百万円は、連結財務諸表提出会社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント営業利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれんに関する情報
該当事項はありません。

 
Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書計上額

(注)２ 物流事業 不動産事業

営業収益      

(1）外部顧客への

　　営業収益
227,785 6,531 234,317 － 234,317

(2）セグメント間の

　　内部収益又は振替高
－ 608 608 (608) －

 計 227,785 7,140 234,925 (608) 234,317

セグメント営業利益 19,622 4,393 24,015 (2,677) 21,338

 

(注)１．セグメント利益の調整額△2,677百万円は、連結財務諸表提出会社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント営業利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれんに関する情報
該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

営業収益（百万円）

　前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

　　至　2022年12月31日）

物流事業   

（倉庫保管） 26,431 28,589

（倉庫荷役） 23,642 25,501

（港湾作業） 12,839 13,503

（運送） 114,656 124,460

（その他） 32,673 35,731

顧客との契約から生じる収益 210,243 227,785

その他の収益 6,525 6,531

外部顧客への営業収益 216,769 234,317

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
　前第３四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日
　　至　2021年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

　　至　2022年12月31日）

１株当たり四半期純利益 415円12銭 530円57銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
10,309 13,191

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（百万円）
10,309 13,191

普通株式の期中平均株式数（千株） 24,836 24,862

（注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【その他】

 2022年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

  (1)　中間配当による配当金の総額            1,791,008,496円

  (2)　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　72円00銭

  (3)　中間配当の効力発生日（支払開始日）     2022年12月２日

(注)　　2022年９月30日現在の株主名簿に記載された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2023年２月８日

三井倉庫ホールディングス株式会社   

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任 あずさ監査法人 

 　 東京事務所  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 吉田　幸司

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 大塚　敏弘

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 神山　卓樹

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三井倉庫ホール

ディングス株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１

日から2022年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三井倉庫ホールディングス株式会社及び連結子会社の2022年12月31日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の

結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と

して存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１. 上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２. ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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